
 

 

 

 

 

 

RMX-1000 Plug-in for Windows – 変更履歴 

 

Ver.2.1.2 (2016年 6月 7日更新) 

[修正] 

 Windows10でプラグインを正常に起動できない不具合を修正。 

 

Ver.2.1.1 (2013年 6月 10日更新) 

 ごく稀に SCENE FXの ECHOを選択すると無音となってしまう

不具合を修正しました。 

 

Ver.2.1.0 (2013年 2月 7日更新) 

 ボディカラーを Platinum Edition「REMIX-STATION 1000-M」に

変更出来るようにしました。 

 一部問題点を修正しました。 

 

Ver.2.0.0 (2012年 11月 29日更新) 

 RTASフォーマットに対応しました。 

 ボディカラーをパールホワイトモデル「REMIX-STATION 1000-

W」に変更出来るようにしました。 

 一部のホストアプリケーションでのオートメーションの不具合

を修正しました。 

 MIDIコードを変更しました。これにより、一部のホストアプリケ

ーションで発生していた MIDI マッピング競合の不具合が改善さ

れます。 

 Plug-inでの MIDIチャンネル設定を削除しました。 

 複数 Plug-inを起動している際に、REMIX-STATION 1000本体か

ら操作出来る Plug-inを選択する Linkボタンを追加しました。 

 ホストアプリケーションで Plug-in の状態を保存出来るように改

善しました。 

 一部のホストアプリケーションで音が切れる不具合を改善しま

した。 



 

 

  



 

 

 

Ver.1.0.0 -> Ver.1.1.0 (2012年 7月 25日更新) 

 BPM 表示部に NUDGE の効果量をパーセント(％)値で表示する

ようにしました。 

 一部のホストアプリケーションにおいて、RMX-1000 Plug-in を

REMIX-STATION 1000 本体でコントロールした時に、オートメ

ーション記録ができなかった不具合を修正しました。 

 SPIRAL UP/DOWN(SCENE FX)をかけた時に、音量が過大となる

不具合を修正しました。 

 BACK SPIN(RELEASE FX)の音の消え方を改善しました。 

 X-PAD FX の LOOP モードの拍数制限をなくしました。

1BANK(4SLOTの合計)に設定できる音源は最大 16秒です。 

 

2012年 6月 1日 初回掲載 

 


